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2024年1月15日
一般社団法人 次代の農と食をつくる会

オーガニックプロデューサーの取組について
令和5年度 オーガニックビジネス拡大支援事業



⻄辻 ⼀真 理事／株式会社マイファーム

⽩⼟ 卓志 理事／株式会社いかす

松本 直之 理事／松本⾃然農園・農Tube委員会

髙橋 勉 監事／JONA(⽇本オーガニック＆ナチュラルフーズ協会)

種藤 潤 副代表理事／⼀般社団法⼈オーガニックヴィレッジジャパン

間宮俊賢 副代表理事／事務局⻑

私たちについて

千葉 康伸 代表理事／ 株式会社 農楽 代表取締役
⼟佐⾃然塾、⼭下農園で2年間研修したのち、神奈川県愛甲郡愛川町で新規就農。「五感を
研ぎ澄まして、畑で⾃分の感性に焼き付けること」という⼭下⼀穂⽒からの教えを実践。野
菜類を約50品⽬栽培し、県内の⽣協・イオン・ビオセボン、⼩⽥原市内のレストランへの販
売が主。 農業を⼦供達の憧れの職業に︕と願い、研修⽣の育成にも注⼒。また農場外でも有
機農業参⼊促進協議会代表、アグリイノベーション⼤学校専任講師、丹波市⽴農の学校特別
顧問を務める。2018年より「 ⼀般社団法⼈ 次代の農と⾷をつくる会」代表理事。オーガ
ニックや有機農業の枠をこえて、次代の持続可能で多様性のある豊かな社会を⽬指している。
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「農と食に関わる多様な人たちの
ネットワーク、場、仕組をつくる」

その他の実績

2016-18年度 ⽣産・実需情報共有・調整システム構築⽀援事業／消費者・実需者等理解増進活動⽀援事業
2016年度 新規参⼊・定着等促進⽀援事業
2019-23年度 オーガニックビジネス拡⼤⽀援事業（オーガニックプロデューサーを全国の「オーガニックビジ
ネス実践拠点づくり事業」実施主体の協議会に派遣して、地域のオーガニックの成⻑と課題解決をサポート）

・事務局運営
・ロゴマークの管理
・関連イベント開催
・キャンペーンの運営
・グッズ作成

農と⾷の次代をつくる
キーパーソンとともに
トークライブを毎⽉開
催。会員を対象に交流
企画やアーカイブ配信
もおこないます。
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コンサルティング

有機農業を推進する⾃
治体や産地、参⼊希望
する法⼈などを対象に、 
有機農業の産地形成を
包括的に⽀援していま
す。

私たちについて
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令和4年度から、有機農業産地づくり推進事業（オーガニックビレッジ）が
支援対象に追加。令和5年度は全国25以上の地域からの支援依頼に対応中。
（※自主事業を含む）

令和4年度 オーガニックプロデューサーによる全国サポート実績（16地域）



岩⼿県 花巻市 有機農業産地づくり推進事業 ヒアリングのみ実施（派遣依頼なし）

秋⽥県 にかほ市 グリーンな栽培体系への転換
サポート

⾼橋芳道（NPO法⼈環境保全⽶ネットワーク）
千葉康伸（次代の農と⾷をつくる会／株式会社農楽）
種藤潤（次代の農と⾷をつくる会／OVJ）

⼭形県

⽶沢有機農業
産地づくり推
進協議会（⽶
沢市）

有機農業産地づくり推進事業 千葉康伸（次代の農と⾷をつくる会／株式会社農楽）
種藤潤（次代の農と⾷をつくる会／OVJ）

⾼畠町 有機農業産地づくり推進事業 千葉康伸（次代の農と⾷をつくる会／株式会社農楽）
種藤潤（次代の農と⾷をつくる会／OVJ）

栃⽊県 ⼩⼭市有機農
業推進協議会 有機農業産地づくり推進事業 ヒアリングのみ実施（派遣依頼なし）

群⾺県
⽢楽町 有機農業産地づくり推進事業 千葉康伸（次代の農と⾷をつくる会／株式会社農楽）

⾼橋勉（次代の農と⾷をつくる会／JONA）

⾼⼭村 有機農業産地づくり推進事業 ⽊嶋利男（農学博⼠・伝統農法⽂化研究所）
千葉康伸（次代の農と⾷をつくる会／株式会社農楽）

令和5年度 オーガニックプロデューサーによる全国サポート状況（２８地域）



千葉県

匝瑳市
sosa organic 
community

オーガニック産地育成事業 派遣依頼に該当するプロデューサーがいないためヒア
リングを実施せず

佐倉市（佐倉
市地域農業再
⽣協議会）

有機農業産地づくり推進事業
⽊嶋利男（農学博⼠・伝統農法⽂化研究所）
⽩⼟卓志（次代の農と⾷をつくる会／株式会社いかす）
内⽥達也（株式会社いかす）（予定）

神奈川
県

藤沢市農業⽔
産課 有機農業産地づくり推進事業 ⾼橋勉（次代の農と⾷をつくる会／JONA）

株式会社いかす オーガニック産地育成事業 商談⽀援のみ実施

相模原市 有機農業産地づくり推進事業 千葉康伸（次代の農と⾷をつくる会／株式会社農楽）

新潟県 佐渡市 有機農業産地づくり推進事業 種藤潤（次代の農と⾷をつくる会／OVJ）（予定）

富⼭県 富⼭市農業⽔
産課 有機農業産地づくり推進事業 松本直之（次代の農と⾷をつくる会／松本⾃然農園）

⾼橋勉（次代の農と⾷をつくる会／JONA）

⽯川県 ⽻咋市 有機農業産地づくり推進事業 ⽊嶋利男（農学博⼠・伝統農法⽂化研究所）

令和5年度 オーガニックプロデューサーによる全国サポート状況（２８地域）



⻑野県 松川町 有機農業産地づくり推進事業 ヒアリングおよび商談⽀援のみ実施

岐⾩県 関市 グリーンな栽培体系への転換
サポート ヒアリングのみ実施（派遣依頼なし）

静岡県 御殿場市みどりの
農業推進協議会

グリーンな栽培体系への転換
サポート ヒアリングのみ実施（派遣依頼なし）

愛知県
東郷町 有機農業産地づくり推進事業 ヒアリングのみ実施（派遣依頼なし）

⼤府市、おお
ぶニックのWA オーガニック産地育成事業 ヒアリングのみ実施（派遣依頼なし）

三重県 尾鷲市 有機農業産地づくり推進事業 仲野真⼈（株式会社⾷農夢創）
松本直之（次代の農と⾷をつくる会／松本⾃然農園）

兵庫県

養⽗市 有機農業産地づくり推進事業 松本直之（次代の農と⾷をつくる会／松本⾃然農園）

丹波市 有機農業産地づくり推進事業
独⾃予算により消費者向けシンポジウムや堆肥活⽤コ
ンサルティング等の事業を実施（オーガニックビジネ
ス拡⼤⽀援事業の活⽤なし）

令和5年度 オーガニックプロデューサーによる全国サポート状況（２８地域）



奈良県 天理市総合政
策課 有機農業産地づくり推進事業 ⽊嶋利男（農学博⼠・伝統農法⽂化研究所）

千葉康伸（次代の農と⾷をつくる会／株式会社農楽）

⾹川県 三豊市 有機農業産地づくり推進事業 ⽊嶋利男（農学博⼠・伝統農法⽂化研究所）
千葉康伸（次代の農と⾷をつくる会／株式会社農楽）

⾼知県 ⾼知オーガ
ニック オーガニック産地育成事業 千葉康伸（次代の農と⾷をつくる会／株式会社農楽）

商談⽀援の実施

⿃取県

⿃取県みどりの⾷
料システム推進プ
ロジェクト協議会

グリーンな栽培体系への転換
サポート ヒアリングのみ実施（派遣依頼なし）

⽇南町 有機農業産地づくり推進事業 ⻄辻⼀真（次代の農と⾷をつくる会／株式会社マイ
ファーム）

令和5年度 オーガニックプロデューサーによる全国サポート状況（２８地域）

山形県高畠町、神奈川県相模原市、奈良県天理市など一部地域ではオーガニックビジネス拡大支援事業
のほかに、独自予算の活用による通年での支援も並行して実施している。



オーガニックプロデューサー支援事例① 奈良県天理市（千葉康伸／木嶋利男）
「中山間地域コミュニティの再生を目指し、循環型農業モデルの構築を
総合的に支援」
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市東部にある「旧福住中学校」の利活用を中心に、地域住民とともに中山間地域コミュニティの再生を
目指す「大和高原福住村プロジェクト」の一環として、オーガニックビレッジの取り組みを支援。地域
の未利用資源をベースとした循環型農業モデルの構築に向けて、福住茶ブランドの再生を核とした事業
推進をバックアップ。生産技術講習や圃場でのアドバイス、堆肥づくり指導など、様々な支援を併行し
て実施している。次年度にかけて、堆肥舎建設と稼働に向けた通年支援も計画中（五段農園・高谷裕一
郎氏の指導による）。



オーガニックプロデューサー支援事例② 山形県高畠町（千葉康伸／種藤 潤）
「外部からの視点を活かした地域資源の棚卸しを通じて、中長期ビジョ
ンの策定を支援」
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生産者・圃場・加工施設などを訪問調査し、当事者の声を聞き取り調査報告書を作成。水稲・野菜・有
機の取り組み・給食の取り組みなど分野ごとに提言をおこない、外部からの視点を活かした地域資源の
棚卸しをおこなった。また協議会の事業検討会にオブザーバー参加し、調査報告書をもとに高畠町の
オーガニックビレッジ推進における中長期ビジョンの策定を支援している。



オーガニックプロデューサー支援事例③ 神奈川県相模原市（千葉康伸）
「実証圃場と連動した技術勉強会を通年で実施。慣行生産者にも開かれ
たかたちで、有機農業の技術や知見を地域内に共有」
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昨年度（令和4年度）は担当プロデューサーとして木嶋利男氏（農学博士・伝統農法文化研究所）を派遣。
『農薬・化学肥料を減らすために』と題した講演会と連携した圃場視察、技術指導を実施した。慣行農
業者からも大きな反響があり、地域における有機農業への理解増進や、転換参入への関心を促した。こ
のことから、次年度以降も継続的に転換参入を促す技術実証等を検討していく方向性を基礎づけた。



オーガニックプロデューサー支援事例③ 神奈川県相模原市（千葉康伸）
「実証圃場と連動した技術勉強会を通年で実施。慣行生産者にも開かれ
たかたちで、有機農業の技術や知見を地域内に共有」
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昨年度の実績を受け、４名の生産者の協力を得て人参の栽培実証を通年監修。それぞれの視察・報告会
と連動し、緑肥活用や減肥などのテーマで技術勉強会を実施している。また、勉強会の場を市内生産者
が横につながる場にもなるよう、自己紹介やフリーディスカッションの導入も試みている。農法に関わ
らず慣行生産者とも有機農業の優良な技術や知見を共有できる場とすることで、広く有機農業への理解
を醸成し、市内農業全体がより循環型・地産地消に近づける事業づくりを目指し、市と協働している。



参考：かながわオーガニックコミュニティ協議会のマニュアル作成サポート
「ニンジン有機栽培体系の確立及び作業の効率化の実証」
（グリーンな栽培体系への転換サポート）
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YouTubeチャンネルで「オーガニックプロデューサーセミナー」好評配信中

令和2-3年度農林⽔産省 有機農産物 安定供給体制 構築事業のうち「オーガニックビジネス拡⼤⽀援事業」の⼀部として制作

お願いします︕
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お気軽にご相談ください

お問い合わせ先︓

⼀般社団法⼈ 次代の農と⾷をつくる会

事務局︓ 〒107-0052 東京都港区⾚坂3-19-1 東京農村4F
電話︓050-5375-8260（平⽇10-18時） 担当︓間宮
info@jidainokai.com ／ http://jidainokai.com/

mailto:info@jidainokai.com
http://jidainokai.com/

